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1.は じめに

沢城跡は中世 ・戦国時代の城跡 ・集落跡である。貝塚市北西部の沢、浦田地区に所在 し、遺跡の北はす ぐ大阪

湾 となり、近木川と見出川に挟 まれた中位殺丘に立地する。調査地は南海電鉄二色の浜駅に近 く、西側には大阪

一和歌山を結ぶ紀州街道、府道堺阪南線があ り、付近 には住宅が密集する。

沢城は、 「浜の古城」 とも呼ばれ、天正13年(1585)の 豊臣秀吉の根来攻めには、田中加足 を大将として雑賀

衆6千 人が立て籠もった。城は中川秀政、高山右近 らの軍勢に攻められたが、 卜半斎了珍の仲介によって和談開

城 した。近木川流域には紀州根来勢 によって畠中城、積善寺城、高井城、森城、千石堀城など多 くの城が築かれ

てお り沢城 もその1つ である。沢城 は街道の東西にわたって集落を取込んだ堀をめぐらしていたと考えられてお

り、1981年 度、1995年 度の調査において堀状の遺構 を検出している。

周辺の遣跡 としては、東に弥生～室町時代の散布地 ・寺院跡である窪田遺跡 ・窪田廃寺、南には奈良～室町時

代の集落跡である澱池遺跡、西には奈良時代～平安時代の散布地である沢海岸北遺跡、弥生～奈良時代 ・中世 ・

近世の集落跡 ・散布地である沢遺跡、平安時代の寺院跡である明楽寺跡がある。明楽寺跡か らは菩薩文軒丸瓦、

図1調 査地位置図 (北方向は座標北)
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梵字文軒丸瓦が出土 している。最近の調査では中世 ・近世の耕作地跡を検出した。南西には、中世の集落跡であ

る沢老ノ塚遺跡、沢西遺跡がある。北西には中世 ・近世の集落跡である沢新 開遺跡、中世の集落跡である沢タナ

ジリ遺跡、古墳～江戸時代の散布地である沢西出遺跡、古墳～室町時代の散布地である沢共同墓地遺跡がある。

以上のように周辺部には市内でも多 くの遺跡が存在する地域である。そのため、遺跡にかかる発掘調査 を多 く

実施 している地域 といえる。

本発掘調査は貝塚市浦田他地内における共同住宅建設工事にあたり実施したもので、平成12年12月13日 に発掘

届出書が提出された。調査計画に基づいて平成12年12月27日 に確認調査 を実施 した。その後、設計変更がなされ

たため、再度発掘届出書をもとめ、平成13年10月10日 に書類が提出された。確認調査は平成13年10月31日 ～11月

1日 に実施 し、また建物解体後の平成14年1月23日 ～1月24日 にかけて確認調査を実施 した。協議の結果、建物建

設によって遺構が破壊 を受ける部分 について発掘調査が必要 とな り、平成14年2月20日 に覚書を交わ し発掘調査

は平成14年3月4日 ～3月29日 にかけて実施 した。

なお、内業調査については本書刊行をもって終了した。調査にあたっては、西出美津枝氏ならびに関係各位に

より多大な御理解 と御協力を得た。ここに記 して感謝の意を表します。

2.調 査成果

今回の調査は大阪府貝塚市浦田117-3に おいて、平成14年3月4日 ～3月29日 まで実施 した。

調査は開発により破壊 される部分に調査区を設定 したが、確認調査により判明 していた撹乱部分を調査区か ら

除外 した結果、2カ 所の調査区となった。北側調査区を第1区(212㎡)、 南側調査区を第2区(60㎡)と し、

合計272㎡ の面積で実施 した。調査区は調査面の幅が狭いため調査区の北東端か ら5m間 隔で区切 り1～7区 、

西側か らA区(第1区)、B区(第2区)と して調査区画を設定 した。

第1区

本調査区は長さ35m、 最大幅7.5mで 設定 し、212㎡ の調査を実施した。本調査区の地層状況はα8mの 現代盛土、

0.1mの 現代耕作土層、盛土 と考えられる粘土ブロックを含む耕作土層0.1m、 地山の黄色粘土層 となる。 この地

層の状況は、農地の改変によって地山面が削平 され、段下に盛土を行なうことで平坦面がつ くられたことによる

と考えられる。当時存在 していたと考え られる遺物包含層は削平されて存在 しない状況である。また、検 出遺構

についても上面が削平された状況である。

検出遺構は溝5条 、土坑3、 鋤溝3を 検出した。遺物は、瓦器、土師器、須恵器、陶磁器、瓦が出土 している。

中でも瓦が多数出土 している。以下、主な遺構、出土遺物について概要 を示す。

SD-2001

本遺構はA-5～7区 にて検出した溝である。SD-2001、SD-2004、SD-2005は 、3条 が切 り合う溝である。

切 り合い関係か らSD-2001、SD-2004、SD-2005の 順で掘削されたと考えられる。

溝の方向は北東 一南西方向で検出長13.Om、 幅2.05m、 深さ0.55mで 埋土は3層(1～3層)に 分けられる。

1層は黄褐色砂質土(2.5Y5/3)、2層 は黄褐色砂質土(2.5Y5/3)で 黄色粘土ブロックを含む。3層 は暗灰黄色

粘土である。2層 の状況(埋 土に地山粘土が多 く含 まれている状況)か ら地形改変以前に掘削された可能性があ

り、地形改変時に削平を受けて埋められていることが推測できる。掘削は地形変化点に沿って行われてお り、耕

作に伴う溝 と考えられる。溝内には、長さ約2m、 幅0.6mの 範囲で瓦、陶磁器、礫が集積 している部分(集 積部)

がある。(図4)

遺物 は、瓦、瓦器、土師器、瓦質土器、土師質土器、陶磁器が出土している。19世 紀代の遺物 は全 く出土 して

おらず17世 紀代～18世 紀前半の遺物が多 く出土 している。

1層からは瓦、陶磁器が出土 している。2層 からは土師質焙烙(写 真23)、 青磁の牛人形(写 真21)、 緑青の付

着する鋳造関係の遺物(写 真22)な どが出土 している。3層 からは瓦(写 真26)、 土師質焙烙(写 真25)、 す り
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図2遺 構配置図
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L=12.00m

1.盛 土9.暗 灰黄色粘土(2.5Y5/2)

2.耕 作土10.暗 灰黄色粗砂(2.5Y5/2)

3.旧 耕作土:灰 色砂質土(7.5Y6/1)11.黄 褐色土(2.5Y5/3)

4」日耕作土:灰 色砂質±(7.5Y6/1)12.黄 褐色土(2,5Y5/3)黄 色粘土混 じり

5.撹 乱13.暗 灰黄色砂質土(2.5Y4/2)

6.旧 耕作土:灰 色砂質土(7.5Y6/1)14.灰 黄褐色礫砂(tOYR5/2)(SD-20023層)

7,灰 オリーブ色砂質土(5Y5/2)15,灰 黄褐色礫砂(10YR5/2)、 灰黄褐色粘土(10YR5/2)混 じり

8.黄 褐色砂質土(2.5Y5/3)16.灰 黄褐色粘土(10YR5/2)

L=12.00m

b b'
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17.黄褐色土(2.5Y5/3)(SD-20021層)

18.灰黄褐色土(10YR6/2)

19.灰黄色土(2.5Y6/2)(SD-20022層)

L=12.00m
L=12.00m

20.黄褐色土(2.5Y5/3)、 灰 オリーブ色砂質土(5Y5/2)混 じり

21.旧耕作土

L=12.00m L=12.00m
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22.旧 耕作土

23.耕 作土、粘土 ブロック混 じり(SX-2007埋 土)

24.耕 作土(SD-2005埋 土)

25.耕 作土 と黄色粘土ブロック混じり(SX-20081層)

26.瓦 、陶磁器等(SX-20082層)
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27.撹乱

28.撹乱(煉 瓦、瓦 を含む)

29.暗灰黄色土(2.5Y5/2)黄 色粘土混 じり(SD-20061層)

30.暗灰黄色土(2.5Y5/2)(SD-20062層)

0 4m一
図3土 層断面図
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鉢(写 真24)が 出土 している。陶磁器(写 真11)は 肥前系磁器が多 く、 くらわんか手のものが中心に出土してい

る。文様は雨降 り文、雪輪草花文、コンニャク印判手碗が多い。陶器では京焼風陶器が出土しており、高台部に

「清水」、 「新」 などの刻印がみられる。

また、集積部から、多 くの瓦(図5、 写真12)と ともに 「寛文十口」(1670～1673)銘 の線刻瓦(図5、 写真

19)が 出土 した。出土瓦はすべて破片であり接合できるものはほとんどない状態であった。

SD-2002

本遺構 はA-5～7区 にて検出した溝である。現在の土地区画 と同一方向であ り、地形変化部分 を掘削 してお

り、耕作に伴 なう溝 と考えられる。北東 一南西方向で検出長10!7m、 幅2.6m以 上、深 さ0.6mで 埋土は3層(1層

～3層)に 分けられる。1層 は黄褐色土(25Y5/3) 、2層 は灰黄色土(2.5Y6/2)、3層 は灰黄褐色礫砂(10YR5

/2)で ある。

遺物は13世 紀～15世 紀にかけての ものが出土 している。1層 から瓦器が少量出土 している。2層 は、瓦器椀(写

真13)、 土師器が多数出土 している。3層 からは瓦器椀(写 真15)、 瓦質羽釜(写 真16)、 銅銭3枚(治 平元寶:

写真17、 洪武通寶:写 真18、 無文か?)が 出土 している。

SD-2004

本遺構 はA-1～5区 にて検出した溝である。溝 の方向は北東 一南西方向で検出長21.8m、 幅1m、 深さ0.2m

で埋土は3層(1層 ～3層)に 分け られる。1層 は黄色粘土ブロック混 じりの黄褐色土(2.5Y5/3)で ある。耕作

土を埋土としており、耕作に伴う溝として掘削された排水溝 と考えられる。2層 は暗灰黄色砂質土(2.5Y4/2)、

3層 は灰黄色粘土である。

遺物 は、瓦、瓦器、土師器、瓦質土器、土師質土器、陶磁器が出土 している。出土遺物の時期は中世～近世で

Q

(北方向は座標北) 1.黄褐 色 砂 質土(2.5Y5/3)

図4SD-2001集 積部遺物出土状況図
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あるが、地形改変によって削 り取 られた遺物包含層の遺物が溝の中に入った可能性 もある。遺物の量は近世のも

のが多い。切合い関係や出土遺物の状況か ら近世に掘削 された と考 えられる。1層 は瓦、土師器、陶磁器が出土

している。2層 は瓦(写 真31)、 瓦器、土師器、瓦質土器、土師質土器、陶磁器、焼塩壺(写 真29)が 出土 して

いる。焼塩壺はそろばん型 と呼ばれるもので在地産である。また、この焼塩壺 とセットと考えられる蓋(写 真30)

の破片も出土 しており、 「イツロ ツロ 花焼口」銘の刻印がある。3層 からは瓦器椀、青磁(写 真28)、 瓦(写

真32、33)な どの中世の遺物が出土 している。

SD-2005

本遺構 はA-1区 にて検出 した溝である。SD-2004を 切っている。溝の方向は北東 一南西方向、粘土採掘土

坑のSX-2007の 埋め戻 し後に掘削されている。検出長2.Om、 幅1.Om、 深 さ0.2mで ある。埋土は1層 で耕作土が

埋土である。耕作に伴 う溝として掘削 された排水溝 と考えられる。遺物は、瓦、瓦器、陶磁器が出土 してお り、

中世のものを含んでいる。本溝の時期はSX-2007と の切合い関係か ら、近世以降と考えられる。

SX-2003

本遺構 はA-5区 にて検出した土坑である。直径1.8m、 深さ0.25mの 円形土坑である。埋土は3層 に分けられ、

1層か ら瓦が出土している。土坑は円形であり、枠が入れられていた可能性がある。土坑内は湧水が しているこ

とから水溜 として使用 されていたと考えられる。本土坑の時期は出土遺物から近世 と考えられる。

SX-2007

本遺構 はA-1区 にて検出した粘土採掘土坑である。調査区外 に遺構が広がるため全体の規模は確認できない

が検 出長3.6m、 幅1,2m以 上、深 さ0.55mで 埋土は黄色粘土ブロックを含む耕作土層である。遺物 は陶磁器、瓦

が出土しており、近世に掘削 されたものと考えられる。

SX-2008

A-1区 にて検出した土坑である。調査区外に遺構が広がるため全体の規模は確認できなかったが、検出長1m、

深さ0.4mで ある。本遺構の埋土 は2層 に分けられる。1層 は耕作土 と黄色粘土ブロック混 じり層、2層 は瓦、陶

磁器、瓦質土器、土師器などの遺物が詰まった状態であり、その状況か ら廃棄土坑と考えられる。遺構 の時期は

出土遺物から近世 と考えられる。

第2区

本調査区は長さ約20m× 幅3mの 規模(60㎡)で 設定 した。調査区の地層の状況は盛土0.5m、 耕作土0.1mで

その下は黄色粘土の地山である。盛土、耕作土は現代のもので出土遺物はなかった。遺構は溝1条 、鋤溝6、 杭

跡6、 土坑5、 柱穴2を 検出 した。以下、主な遺構の概要を示す。

SD-2006

本遺構 はB-5区 にて検出した溝である。南東 一北西方向に流れる。検出長2.3m、 幅0.7m、 深 さ0.12mで 埋土

は2層 に分け られる。地形改変 によって遺構 の上層部分はかな り削平 を受けている。遺物は1層 か ら瓦器椀が出

土 してお り、2層 か ら紀伊型土師質の土釜(写 真14)、 瓦器、土師器が出土している。本溝の時期は、出土遺物

から14世紀～15世 紀に位置付けられる。

SX-2009

本遺構はB-5区 にて検出した土坑である。長軸0.6m、 短軸0.4m、 深さ0.06mで 埋土は暗灰黄色土である。

遺物は土師器、瓦器が出土 している。

出土瓦

今回の調査では瓦が多 く出土 してお り、調査全体で出土した瓦は、遺物 コンテナに約10箱 である。出土 した

瓦のすべてが破片である。瓦が出土 した遺構はSD-2001、SX-2003、SD-2004、SX-2007、SX-2008

と限 られている。平安時代 と考えられる平瓦は凸面に縄 目の叩きが施されたものである。瓦出土の各遺構で数点

ずつ見 られる。瓦の整理 に当たっては、軒丸瓦、軒平瓦、平瓦で凸面に斜格子の叩きが施されているものを抽出
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図5SD-2001集 積 部(1～17)、2層(18～25)、3層(26～34.37)、SX-2007(38)、SX-2008(35.36.39～41)出 土 瓦
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図6SD-20041層(42、43)、2層(44～50)、3層(51～56)出 土 瓦

した 。 こ の3種 の 瓦 が 出 土 して い る遺 構 はSD-2001、SD-2004、SX-2007、SX-2008の4遺 構 のみ で あ

る。 ま た、 今 回 の 調 査 で は 寛 文 十 口(1660～1663年)の 銘 文 瓦(15)が 出土 した 。 以 下 、 各 遺 構 の 出 土 瓦 に つ い

て概 要 を示 す 。

SD-2001(図5)

軒 平 瓦 は 集積 部 で 出 土 した 均 整 唐 草 文 の1点(17)の み で 近 世 に位 置付 け られ る。 斜 格 子 の 叩 きの 平 瓦 は鎌 倉

時 代 に位 置 付 け られ 、 集積 部(16)、2層(25)、3層(37)で 各1点 ず つ 出 土 して い る。

軒 丸 瓦 は 集 積 部 に多 く見 られ2層 、3層 か ら約30点 出土 して い る。 瓦 当 の 文 様 は三 巴文 の み で あ る。 巴 の 方 向 は

左 巻 きの も の と右 巻 きの も のの2種 類 が あ る 。 また 、 巴文 の尾 の長 さが 長 く半 周 以 上 す る もの(5、20、27、30、

34)と 、3分 の1程 度 の2種 に分 か れ る。 尾 の長 い もの は 古 く位 置 付 け られ 室 町 時 代 の もの と考 え られ る 。 短 い

もの は近 世 に位 置 付 け られ る。

SD-2004(図6)

軒 丸 瓦 の 瓦 当 の 文 様 は三 巴文 の み で あ る。 左 巻 きの もの と右 巻 きの もの2種 類 が あ る。 また 、 巴文 の 尾 の 長 さ

が 長 く半 周 以 上 す る もの(51、53)と 、3分 の1程 度 の2種 に 分 か れ る。 斜 格 子 叩 きが 施 され て い る平 瓦 は4点

(50、54～56)出 土 した 。 軒 平 瓦 は2層 か ら1点(49)出 土 して い る。 瓦 当 の 文 様 は 均 整 唐 草 文 と考 え られ 、 近

世 の もの と 考 え られ る。

SX-2007(図5)

斜 格 子 叩 きが 施 さ れ て い る平 瓦1点(38)が 出 土 した。

SX-2008

軒 平 瓦 は2点(35、36)出 土 して い る 。 と も に均 整 唐 草 文 と見 ら れ 、 近 世 の もの と考 え られ る。 ま た 、 斜 格 子

叩 きが 施 さ れ て い る平 瓦3点(39～41)が 出土 した 。

3.ま と め

調査の結果、耕作に伴 う地形改変で削平 されているものの、調査 区全域で遺構 を検出した。地形改変の際、土

地は削平 され、溝は埋め戻 され、また別の場所に掘削 された りということが行われた。以下、時代順に本調査地

をまとめることにする。

中世以前

中-世以前の遺構は検出されていないが、SD-2001、SD-2004か ら平安時代 と考えられる瓦片が出土 してい

る。本遺跡 に近接 して平安時代の寺院跡(明 楽寺跡)を 推定してお り、周辺部の調査においても平安時代の瓦が
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出土 してお り、周辺に寺院があった可能性が指摘 されている。中世の地形改変によって推定される寺院も削平を

うけた可能性がある。 しかし、瓦以外の遺物はほとんど出土 していない。このことから、本調査地が耕作地とし

て開発を受けたのは中世以降と考えるのが妥当ではないだろうか。

中世

中世の時期の遺構はSD-2002、SD-2006の 溝2条 を検出で きたにす ぎない。

SD-2002、SD-2006は ともに14世 紀～15世 紀に掘削された溝である。本調査地は今回の検出遺構等か ら見て

農地利用されていた地点であり、 この2条 の溝 は耕作地のための農用水跡 と考えられる。

出土遺物は瓦器椀 を中心 として13世 紀後半～14世 紀代のものが多 く出土 しており、本調査地周辺で集落が展開

し、耕作地を拡大 した と考えられる。耕作地の拡大は地形改変によって実施され、削平 してその土で段差を平坦

にする方法により、浅い遺構は消失 してしまった。

本調査地においても、地形改変が行われてお り、本来地形変化地点で掘削されたと考えられる溝SD-2002は 、

地形改変によって埋め られ、約2m山 側 にできた新たな地形変化地点に溝SD-2001が 掘削されている。また、

SD-2006は 本来、地形変化部分に掘削された溝に流れ込んでいたものであるが、地形改変により削平され、遺

構の一部が消失 している。

近世

近世の遺構は、溝(SD-2001、SD-2004、SD-2005)、 土坑(SX-2003、SX-2007、SX-2008)、 耕作

に伴 う土坑SX-2003、 粘土採掘土坑SX-2007は 、廃棄土坑SX-2008で ある。近世にも地形改変は実施されたよ

うであ り、SD-2001は 上面が削平され、溝は埋められている。また、近世には粘土採掘が行われており、SX-

2007の ように土坑状に掘削を行う場合 と平面的に広範囲に粘土採掘を行う場合がある。

出土遺物では、瓦が多 く出土 している。これ らの瓦は寺院のものと考えられる。調査地に近接する寺院 「宝蔵

寺」は、元文3(1738)年 に岸和田に移築された 「十輪寺」の跡地に延亨2(1745)年 に沢村から移築された。

移築時または増築等 にともなって出た破損瓦を近接する本溝 に廃棄 した と考 えるのが妥当といえる。SD-2001

集積部出土の 「寛文十口」(1670年 ～1673年)銘 の瓦はその時に廃棄された可能性が高い。

宝蔵寺では1981年 に建替え工事に伴 う調査が実施 さている。東西方向の幅約4m、 深 さ0.3mの 溝状遺構 を検

出している。この溝状遺構 は沢城の堀の可能性があると推測 されている。本調査検出の溝 と方向がちがうものの

出土遺物の状況が似てお り、同一の溝の可能性もあると考えられる。また、調査地周辺の地字図をみると本調査

区に隣接 して山側に 「内堀」という地字 も確認できるが、溝の広が り、方向、規模などの条件を考えていくと本

調査で検出した溝が堀である可能性は低 く、耕作 に伴なう溝 と考えるのが妥当と考える。

今回の調査では、検出遺構か ら中世～近世の地形改変を見 ることによって耕作地の変遷 を追うことができた。

出土遺物では、多数出土した瓦には平安時代の瓦もふ くまれていることがわかった。また、近世の出土瓦からは

「寛文十口」(1670年 ～1673年)銘 の線刻瓦が出土し、当時の周辺の状況を考える成果を得た。
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